
――まず、前段としてイメージフォーラム・
フェスティバル 2015 などで上映されて
いる短編『園田を元気づけてやろう的な』
があると思うのですが、この作品の長
編化という受け止め方でいいのでしょう
か？

太田　確かに長編化であることは間違
いないのですが、裏を明かすと図らず
もそういう順番になってしまったというか
（笑）。そもそも長編映画として脚本も用
意して、撮影も終了していたんです。と
ころが、いざ編集作業に入った段階で迷
子になったというか、完全に頓挫してし
まって（苦笑）。そこで、とりあえず自分
の中で見えていたヴィジョンでつないで
みようとなり、まとめたものが結果的に、
短編『園田を元気づけてやろう的な』に
なったんです。

――では、もともと構想としてはまず長
編があったと。

太田　そうなんです。それで『園田を元
気づけてやろう的な』が出来てひと段落
したころ、この短編を基本線に改めて構
成を練り直し、編集を考えて。熟考の末、
ようやく出来たのが今回の『園田という
種目』になります。ですから、長編とし
て始めた映画が短編を経て、ようやく長
編となったという、かなり回り道をして完
成に至りました。

――長編化にあたり、短編『園田を元
気づけてやろう的な』はどんな使われ方
を？

太田　『園田という種目』は３部構成に
なっていますけど、オープニングのショッ

トのあとのパートは、まるまる『園田を
元気づけてやろう的な』を使っています。

――作品は、ちょっとした罪を犯してし
まった園田という人物の肖像を、彼の周
囲にいる人々を通して克明に浮かび上が
らせていきます。このアイデアの元はど
こから？

太田　これは隠すのは自分としても嫌な
ので正直に話しますと小説でいったら私
小説とでもいいましょうか。セルフ・ドキュ
メントではないですけど、私的映画です。
実体験がもとになっています。園田＝私
自身。法を犯して、罪を認め、また社会
に復帰したとき、いろいろな人ときちん
と向き合うことで自分自身を見つめ直し
たというか。何か他者と向き合うことで
自己を改めて確立しようとしていました。
結果、他者ばかりを描くことで、園田＝
私を描くという形のストーリーになりまし
た。ただ、僕自身は園田ほど辛く酷い目
には遭っていないんですけどね。

――話題の中心人物が登場せず、周囲
の人物によって語られる方式はどうして
も『桐島、部活やめるってよ』と重なり
ます。

太田　200％、意識していました（笑）。
ただ、それぐらい意識したから、似て非
なるものになったと僕は思っています。
120％ぐらいの意識だったら、もっと似
てしまったかもしれない。直接的な影響
を受けたのは映画ではなく、小説の方で
す。言葉ではなかなかうまく説明できな
いんですけど、読んでいて自分が疾走し
ているような気分になるというか。その
先が知りたくて一気に読んでしまうという

のとも違うんですけど、とにかく疾走して
いるような感覚になる。本を読んでこう
いう感覚を抱くことってまずない。こうい
う感覚になるような作品を作りたい思い
がありました。でも、始まりはそうだった
んですけど、映画を作り始めたら、その
ことはどうでもよくなっていて（笑）。最
終的にはさきほども少し触れましたけど、
脚本を書きながら、撮影しながら、編集
をしながら、徐々に自分らしさみたいな
ものを取り戻していったというか。自己を
再生していった。振り返ると、すべてが
“ダサイなぁ”と。作品を見ると、丸裸
の自分を見ているような気がして。なん
か遠くない日に書いた日記を読んでいる
ようですごく恥ずかしい気持ちになります
（笑）。

――ここからは主演を務めた松下倖子さ
んにも入っていただいて、お話をうかが
いたいのですが、お二人は演劇映画ユ
ニット「松田真子」を組まれているとき
いています。

松下　私がある劇団にいて、そこの舞台
撮影を太田がしていて。そこで出会った
のがきっかけですね。
太田　ユニットを組んだのは 2013 年ぐ
らいなので３年ぐらいになります。

――なぜ、ユニットを組んでみようと？
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いかに役者の力を引き出して、

その登場人物を魅力的にするかに力を注いでいます。 （太田）



松下　太田がワークショップを開催して
いて、声をかけられたんですよ。“よかっ
たらきてください”と。ただ、作品がつ
まらなかったら嫌じゃないですか。それ
で、手がけた作品のDVDを見せても
らったらこれがおもしろい。それで全面
的に信頼したというか。私、自分から言
うことではないのですが、芝居が下手で。
太田以外の作家さんからもらった脚本
で、最初の稽古とかもう目も当てられな
いぐらいどうにもならなかったりする（苦
笑）。でも、太田の脚本はすごくやりや
すい。すっと言葉や状況が入ってくるん
です。

――確かにこの作品はジャンルで分ける
としたら会話劇と称されると思います。
しかも受け手の心をきちんとつかむ言葉
でセリフが構成されている。言葉の選択
がすばらしい。

松下　役者としては人と人がきちんと言
葉を交わしているというか。それぞれの
呼吸がつながって無理なく成立している
感覚があるんです。たとえば読んだとき
はよくわからないんだけど、実際にその
場にたって相手と向き合って交わしてみ
るとなるほどと納得できるセリフだったり
する。そういうことがたびたびあります
ね。

――太田さん自身は脚本作りで考えてい
ることは？

太田　僕自身はあまり言葉に執着してい
るつもりはないんですよ。舞台でも、映
画でも、考えていることはひとつ。役者
を最大限に生かすこと。極端なことを言
うと、役者以外のたとえば舞台となる部
屋であったり、入ってくる風景だったりと
いったところには興味がない。役者を撮
りたい。いかに役者の力を引き出して、
その登場人物が魅力的になるようにする
かに力を注いでいます。

――ただ、今回の松下さんが演じた役に
関しては、セリフが少ない。あまり語ら
ないことで自身の園田に対するスタンス
や自らの意志を伝える役で。何気なく歩
くシーンに意味を持たせたりしていて難
しかったのではないでしょうか？

松下　正直、思いました。“私だけセリフ
少ない”って（笑）。ただ、こういうタイ
プの役は初めてだったので新鮮でした。
歩くシーンに関しては、太田に怒られま
した。私があまりその状況を把握しない
まま演じて、自分でもちょっと準備不足

だったなと思ったら、やっぱり見透かさ
れて。すごく怒られました。だから、太
田の演出は信頼しています。

太田　役者の演技には妥協しないという
か。まず、監督として自分が違うと思っ
たら、それに嘘をついてOK出してはい
けないと思うんです。そこは手を抜けな
い。逆をいうと、そういう演出家の違和
感に気づける役者とやりたい。自分のス
タイルに凝り固まっていたり、自分の意
見に固執してしまう役者はダメかもしれ
ない。松下をはじめ、今回出演してくれ
たメンバーはそういう細かい指摘にきち
んと対応してきてくれる。それにはすご
く感謝しています。

――お二人はタッグを組んで舞台も映画
も作られていますが、何か違いはありま
すか？

太田　ないですね。そもそも、松下がい
ろいろな演出家と組むという舞台をやっ
ていたんですけど、僕と組むとなったと
きのリクエストが“映画のように舞台をや
りたい”だったんですよ。
松下　太田の映画を知ってますから、へ
んに舞台っぽいことで収まってほしくな
かったんですよね。

――では、あまりお二人の中で舞台と映
画の境界線はないと。今、日本の映画
界では映画監督が舞台演出に進出した
り、もともと劇作家をしていた人が映画
を監督したりしていますけど、太田さん
のスタンスはまたそことも違う新しい形
かもしれません。

太田　舞台役者がキャリアのスタートで
すから、演劇に対する愛はいまもありま
すね。どこか自分を演劇人と思っている
ところもあります。そもそも監督を目指し
たのも挫折から。最初は役者を目指して
いたんですけど、ある演技のワークショッ
プにいったら、ワンシーンだけ書く機会
があって書いてみたんです。そうしたら
講師から、こっちの方が向いているので
はと言われた。念のために監督コースに
通ってみたら、また同じことを言われまし
て。監督としてどうのこうのというより役
者としてはダメと烙印を押された気がし
て、そこから作り手に路線を変更したん
ですよ。

――今回は国際コンペティションへの出
品になります。どう受け止めていますか？

太田　決まったとご連絡をいただいたと

きは冷静な振る舞いに終始していたんで
すけど、内心はうれしくて軽く飛び跳ね
るぐらいでした（笑）。ほかのノミネート
作品も観たいですし、自分の今後の映
画制作につながるよう実りのある時間に
したいと思っています。

松下　私は埼玉県民なので、地元の映
画祭で上映できて、地元の方に観ていた
だける機会ができたことがとてもうれし
いです。ひとりでも多くの方に観ていた
だいて、いろいろな感想を聞けたらと思っ
ています。
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真 剣 で ち ょ っ ぴ り 可 笑 し い 人 た ち の 会 話

劇 。 そ こ か ら 見 えてく る も の は？

園 田 が 釈 放 さ れ た 。 大 学 時 代 の 仲 間 た ち
は「 園 田 を 元 気 づ け て や ろ う 的 な 」 会 を 開
き 、 コ ー ル セ ン タ ー の 同 僚 た ち は 何 も 知
らず に 園 田 フィー バ ー に 沸 き 立 つ 。 仲 間 、
同 僚 た ち の 、 園 田 へ の 思 い は 果 た して… 。
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1 9 8 0 年 東 京 都
出 身 。 舞 台 役 者
を 経 て 2 0 0 6 年
映 画 制 作 開 始 。
主 な 作 品 は 、 福
井 映 画 祭 2 0 0 8
で グ ラ ン プ リ を
受 賞 し た『 笑 え 』

（ 0 8 ）、 イメ ー ジ
フォー ラ ム・ フェ ス ティバ ル 2 0 1 0
で 入 選 し た『 L A D Y  G O 』（ 0 9 ) 。
松 下 倖 子 と 、 演 劇 映 画 ユ ニット・ 松
田 真 子 を 共 同 主 宰 。

監督 ： 太田真博


